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 英語名：akathisia 

 

Ａ．患者の皆様へ 

 
 

ここでご紹介している副作用は、薬物によって起こりえるもので、副作用とは気づかずに放置し

ていると、病状に深刻な影響を及ぼすことがありますので、早めに対処することが大切です。そこ

で、より安全な治療を行う上でも、本マニュアルを参考にして、患者さんご自身、またはご家族に

このような副作用があることを知っていただき、以下のような症状に気づかれたら、早急に医師ま

たは薬剤師に連絡してください。 

 

精神科のお薬（とりわけ抗精神病薬）の服用中に起こることのあ

る副作用です。アカシジアは抗精神病薬だけではなく、抗うつ薬や、

制吐薬・胃腸薬などによっても引き起こされることがあります。こ

れらのお薬を服用していて、下に示したような症状がみられた場合

には、自己判断で服用を中止したり放置したりせずに、早急に医師

または薬剤師に連絡してください。自己判断での服用の中止によっ

て、さらに重篤な症状が出現する場合があることに注意して下さい。 

・「体や足がソワソワしたりイライラして、じっと座っていたり、

横になっていたりできず、動きたくなる」 

・「じっとしていられず、歩きたくなる」 

・「体や足を動かしたくなる」 

・「足がむずむずする感じ」 

・「じっと立っていられず、足踏みしたくなる」など 

 

 

アカシジア 
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また、ご家族の方も、患者さんに前に書いたような症状が見られ

たり、「貧乏揺すり」や「ベッド上での体動の繰り返し」、「理由な

くイライラと歩き回る」などに気づいた場合には、薬の副作用の可

能性があるので、すぐに医師または薬剤師に相談してください。 

 

 

 

１．アカシジアとは？ 

 

アカシジアは静座不能症と訳されていて、座ったままでじっとし

ていられず、ソワソワと動き回るという特徴があります。アカシジ

アの原因薬では抗精神病薬によるものが多いのですが、抗うつ薬や

制吐薬・胃腸薬などによっても引き起こされることがあります。多

くの場合には、服用を始めて数日後に出現しますが、数カ月間以上

同じ薬を飲み続けた後に出現する場合もあります。前述の症状が見

られ、落ち着かず、ずっと歩き回ったりします。 

このように落ち着きがなくなったり、興奮して歩き回ったりする

アカシジアの症状を、元来の精神疾患による精神症状であると勘違

いしてはいけません。病気が悪化したと勘違いして、自分で勝手に

服用中のお薬をたくさん飲んでしまうと、一般的にはさらにアカシ

ジアが悪化します。あまりに苦しくて衝動的に自分を傷つけたり、

自殺したいとさえ感じ危険な行為に及ぶ場合さえもあります。 
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２．早期発見と早期対応のポイント 

 

抗精神病薬などの医薬品を服用していて、前述のような症状、す

なわち「座ったままでいられない」、「じっとしていられない」、「下

肢のむずむず感」、「下肢の絶え間ない動き、足踏み」、「姿勢の頻繁

な変更」などの症状がみられる場合には、自己判断で服用を中止し

たり放置したりせずに、早急に医師または薬剤師に連絡してくださ

い。自己判断での服用の中止で、さらに異なる重篤な副作用が出現

する場合があるので注意して下さい。 

アカシジアの自覚症状は、たいていは歩行や運動によって軽減さ

れることが大きな特徴の一つです。またアカシジアのために、夜間

に寝付きにくいといった不眠症を伴うこともあります。アカシジア

の状態がある人に、「気持ちと身体のどちらがソワソワしますか」

と質問すると、多くは「身体がソワソワします」と答えます。これ

は大切なアカシジアの発見法のひとつです。アカシジアは、本人に

とってはきわめて不快な症状であり、急いで対処しないと、元来の

精神疾患に対する治療薬の服用が恐ろしくなり、服用を拒絶するよ

うになってしまう場合すらあります。 

アカシジアの症状は、薬物の投与開始や増量後、数日以内に出現

することが多いのですが、数カ月間以上服用を続けた後に出現する

こともあります。症状は通常は可逆的なもので、薬物の投与中止や

減量によって消失または軽減します。また、アカシジアを治療する

ためのいくつかのお薬があります。早急に医師または薬剤師に連絡

してください。 
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※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしている独立

行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認することができます。 

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用したに

もかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害について、医療費、

医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被害救済制度があります。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai_camp/index.htmll 

※ 電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9時～17時（祝日・年末年始を除く） 

  


